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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定方向からの音声を収音可能な収音部と、第１の記憶部を有する別体の録音機器を、
撮影機器の撮影方向、または撮影方向とは異なる方向に向けて接続可能な接続部と、
　被写体像を撮像し画像データに変換する撮像部と、
　上記画像データを記憶可能な第２の記憶部と、
　上記録音機器との接続機器との接続状態を検出するための信号を通信し、上記録音機器
に設けられた上記第１の記憶部へ上記画像データを送信する通信部と、
　撮影方向の音声を収音可能であり、収音した音声から音声データを生成する撮影機器音
声収録部と、
　上記撮影機器音声収録部による収音を制御する収音制御部と、
　を有することを特徴とする撮影機器。
【請求項２】
　上記撮影機器音声収録部は、内蔵マイクを有し、
　上記収音制御部は、上記撮影機器の撮影方向に対する上記録音機器の収音方向に基づい
て、上記内蔵マイクによる収音を制御し、且つ、上記内蔵マイクが収音した音声に基づい
て、音声データを生成し、
　上記通信部は、上記音声データを上記録音機器に送信し、
　上記別体の録音機器に設けられた第１の記憶部は、上記通信部を介して送信された上記
音声データを、マルチチャンネル録音する際に１つのチャンネルの音声データとして記憶



(2) JP 5495732 B2 2014.5.21

10

20

30

40

50

する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の撮影機器。
【請求項３】
　上記収音制御部は、上記録音機器が上記撮影機器の前方を向いている場合には、上記内
蔵マイクに代えて、上記録音機器に内蔵の外部マイクによる収音を制御することを特徴と
する請求項２に記載の撮影機器。
【請求項４】
　上記収音制御部は、上記録音機器が上記撮影機器の後方を向いている場合には、上記内
蔵マイクおよび上記録音機器に内蔵の外部マイクの両方により収音を制御することを特徴
とする請求項２に記載の撮影機器。
【請求項５】
　上記撮影機器は、さらに、第２の外部マイクを有する交換レンズを接続可能であり、
　上記収音制御部は、上記交換レンズが接続された際には、上記内蔵マイクに代えて、上
記交換レンズに内蔵の第２の外部マイクによる収音を制御することを特徴とする請求項２
に記載の撮影機器。
【請求項６】
　上記撮影機器は、さらに、第２の外部マイクを有する交換レンズを接続可能であり、
　上記収音制御部は、上記交換レンズが接続され、かつ上記録音機器が上記撮影機器の前
方を向いている場合には、上記内蔵マイクおよび上記録音機器に内蔵の外部マイクの両方
により収音を制御することを特徴とする請求項２に記載の撮影機器。
【請求項７】
　上記撮影機器は、さらに、第２の外部マイクを有する交換レンズを接続可能であり、
　上記収音制御部は、上記交換レンズが接続され、上記録音機器が上記撮影機器の後方を
向いている場合には、上記内蔵マイクおよび上記録音機器に内蔵の外部マイクの両方によ
り収音を制御することを特徴とする請求項２に記載の撮影機器。
【請求項８】
　上記録音機器はさらに録音機器側撮影部を有し、
　上記録音機器が上記撮影機器の後方を向いている場合には、上記撮像部による撮像に加
えて、上記録音機器側撮影部による撮影を行うことを特徴とする請求項２に記載の撮影機
器。
【請求項９】
　上記収音制御部は、上記撮像部による上記画像データと、上記内蔵マイクによって収音
された音声データを、上記録音機器の記録部に記録することを特徴とする請求項２に記載
の撮影機器。
【請求項１０】
　外部マイクを有し、音声を収音して音声データを出力する外部機器音声収録部を備えた
録音機器と、
　上記請求項１に記載の撮影機器と、
　からなる撮影機器システムにおいて、上記録音機器の装着状態に応じて、上記外部機器
音声収録部および上記撮影機器に設けられた上記撮影機器音声収録部による収音を制御す
る収音制御部と、
　を有することを特徴とする撮影機器システム。
【請求項１１】
　上記撮影機器音声収録部は内蔵マイクを有し、
　上記収音制御部は、上記録音機器に設けられた上記外部マイクの収音方向に応じて、上
記外部マイクおよび上記内蔵マイクによる収音を制御することを特徴とする請求項１０に
記載の撮影機器システム。
【請求項１２】
　上記録音機器は、さらに外部撮影部を有し、
　上記録音機器の装着状態に応じて、上記撮像部および上記外部撮影部による撮影を制御
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する撮影制御部を有することを特徴とする請求項１０に記載の撮影機器システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影機器および撮影機器システムに関し、詳しくは、録音機器を装着可能な
カメラにおいて、両者の連携を図るようにした撮影機器および撮影機器システムに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　近年デジタルカメラ等の撮影機器は、撮影領域を広げ、様々な苦手な撮影シーンを克服
してきている。例えば、従来、前方の１画面しか撮影することができなかったが、後方等
の画面と組み合わせたマルチ画面撮影等も可能となってきている。また、動画撮影時に重
要な音声録音も、単なる１方向のモノラル録音から、指向性可変なステレオ録音が可能と
なってきており、画像とマッチした複雑な録音制御が求められてきている。
【０００３】
　また、カメラにおける音声データの記録にあたって、特許文献１に示すように、着脱式
の音声アダプタ装置が提案されている。この音声アダプタ装置は、カメラ本体で記録され
たデータと、音声アダプタで記録されたデータの関連付けを容易にするものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－３４７３２２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　動画撮影時には音声記録が重要になってきていることから、マイクを内蔵し、音声記録
を行うことができるカメラが市販されている。このようなカメラに、特許文献1等に開示
されるような録音機器を装着して使用する場合、いずれのマイクを優先して音声記録を行
うか、また撮影状態に応じて最適な音声記録を行うかについては、従来、何ら考慮されて
いなかった。
【０００６】
　本発明は、このような事情を鑑みてなされたものであり、撮影機器と録音機器を組み合
わせて使用する場合に、最適な撮影と音声記録を行うことができる撮影機器および撮影機
器システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため第１の発明に係わる撮影機器は、所定方向からの音声を収音可
能な収音部と、第１の記憶部を有する別体の録音機器を、撮影機器の撮影方向、または撮
影方向とは異なる方向に向けて接続可能な接続部と、被写体像を撮像し画像データに変換
する撮像部と、上記画像データを記憶可能な第２の記憶部と、上記録音機器との接続機器
との接続状態を検出するための信号を通信し、上記録音機器に設けられた上記第１の記憶
部へ上記画像データを送信する通信部と、撮影方向の音声を収音可能であり、収音した音
声から音声データを生成する撮影機器音声収録部と、上記撮影機器音声収録部による収音
を制御する収音制御部と、を有する。
　第２の発明に係わる撮影機器は、上記撮影機器音声収録部は、内蔵マイクを有し、上記
収音制御部は、上記撮影機器の撮影方向に対する上記録音機器の収音方向に基づいて、上
記内蔵マイクによる収音を制御し、且つ、上記内蔵マイクが収音した音声に基づいて、音
声データを生成し、上記通信部は、上記音声データを上記録音機器に送信し、上記別体の
録音機器に設けられた第１の記憶部は、上記通信部を介して送信された上記音声データを
、マルチチャンネル録音する際に１つのチャンネルの音声データとして記憶する。
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【０００８】
　第３の発明に係わる撮影機器は、上記第２の発明において、上記収音制御部は、上記録
音機器が上記撮影機器の前方を向いている場合には、上記内蔵マイクに代えて、上記録音
機器に内蔵の外部マイクによる収音を制御する。
　第４の発明に係わる撮影機器は、上記第２の発明において、上記収音制御部は、上記録
音機器が上記撮影機器の後方を向いている場合には、上記内蔵マイクおよび上記録音機器
に内蔵の外部マイクの両方により収音を制御する。
【０００９】
　第５の発明に係わる撮影機器は、上記第２の発明において、上記撮影機器は、さらに、
第２の外部マイクを有する交換レンズを接続可能であり、上記収音制御部は、上記交換レ
ンズが接続された際には、上記内蔵マイクに代えて、上記交換レンズに内蔵の第２の外部
マイクによる収音を制御する。
【００１０】
　第６の発明に係わる撮影機器は、上記第２の発明において、上記撮影機器は、さらに、
第２の外部マイクを有する交換レンズを接続可能であり、上記収音制御部は、上記交換レ
ンズが接続され、かつ上記録音機器が上記撮影機器の前方を向いている場合には、上記内
蔵マイクおよび上記録音機器に内蔵の外部マイクの両方により収音を制御する。
【００１１】
　第７の発明に係わる撮影機器は、上記第２の発明において、上記撮影機器は、さらに、
第２の外部マイクを有する交換レンズを接続可能であり、上記収音制御部は、上記交換レ
ンズが接続され、上記録音機器が上記撮影機器の後方を向いている場合には、上記内蔵マ
イクおよび上記録音機器に内蔵の外部マイクの両方により収音を制御する。
【００１２】
　第８の発明に係わる撮影機器は、上記第２の発明において、上記録音機器はさらに録音
機器側撮影部を有し、上記録音機器が上記撮影機器の後方を向いている場合には、上記撮
像部による撮像に加えて、上記録音機器側撮影部による撮影を行う。
　第９の発明に係わる撮影機器は、上記第２の発明において、上記収音制御部は、上記撮
像部による上記画像データと、上記内蔵マイクによって収音された音声データを、上記録
音機器の記録部に記録する。
【００１３】
　第１０の発明に係わる撮影機器システムは、外部マイクを有し、音声を収音して音声デ
ータを出力する外部機器音声収録部を備えた録音機器と、上記第１の発明に記載の撮影機
器と、からなる撮影機器システムにおいて、上記録音機器の装着状態に応じて、上記外部
機器音声収録部および上記撮影機器に設けられた上記撮影機器音声収録部による収音を制
御する収音制御部と、を有する。
【００１４】
　第１１の発明に係わる撮影機器システムは、上記第１０の発明において、上記撮影機器
音声収録部は内蔵マイクを有し、上記収音制御部は、上記録音機器に設けられた上記外部
マイクの収音方向に応じて、上記外部マイクおよび上記内蔵マイクによる収音を制御する
。
　第１２の発明に係わる撮影機器システムは、上記第９の発明において、上記録音機器は
、さらに外部撮影部を有し、上記録音機器の装着状態に応じて、上記撮像部および上記外
部撮影部による撮影を制御する撮影制御部を有する。
 
 
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、撮影機器と録音機器を組み合わせて使用する場合に、最適な撮影と音
声記録を行うことができる撮影機器および撮影機器システムを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
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【００１６】
【図１】本発明の第１実施形態に係わるカメラおよびＩＣレコーダからなる撮影機器シス
テムの主として電気的構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係わるカメラとＩＣレコーダの外観を示す図であって、
（ａ）はＩＣレコーダの平面図であり、（ｂ）はカメラの正面側から見た外観斜視図であ
る。
【図３】本発明の第１実施形態に係わる撮影機器システムの組合せを示す図であって、（
ａ）はＩＣレコーダの外観斜視図であり、（ｂ）はＩＣレコーダをカメラ前側（正面側）
に取り付ける様子を示し、（ｃ）はＩＣレコーダをカメラ後側（背面側）に取り付ける様
子を示す。
【図４】本発明の第１実施形態に係わる撮影機器システムの使用状態を示す図であって、
（ａ）は撮影機器システムを使用している様子を示す図であり、（ｂ）は撮影機器システ
ムで撮影した画像を示し、（ｃ）は撮影画像および音声をパーソナルコンピュータ（ＰＣ
）で再生する様子を示す図である。
【図５】本発明の第１実施形態における撮影機器システムにおいて、音声と画像のファイ
ル構造を示す図であり、（ａ）はパターン１におけるファイル構造を示し、（ｂ）はパタ
ーン２におけるファイル構造を示す。
【図６】本発明の第１実施形態における撮影機器システムにおいて、音声と画像のファイ
ル構造を示す図であり、（ａ）はパターン３Ａにおけるファイル構造を示し、（ｂ）はパ
ターン３Ｂにおけるファイル構造を示す。
【図７】本発明の第１実施形態における撮影機器システムにおいて、音声と画像のファイ
ル構造を示す図であり、（ａ）は音声と画像ファイルの内部構造を示し、（ｂ）は５．１
チャンネルにおけるファイル構造を示す。
【図８】本発明の第１実施形態に係わるカメラのカメラ制御の動作を示すフローチャート
である。
【図９】本発明の第１実施形態に係わるカメラの撮影収音記録１の動作を示すフローチャ
ートである。
【図１０】本発明の第１実施形態に係わるカメラの撮影収音記録２の動作を示すフローチ
ャートである。
【図１１】本発明の第１実施形態に係わるカメラの撮影収音記録３の動作を示すフローチ
ャートである。
【図１２】本発明の第２実施形態に係わるカメラ、マイク付き交換レンズおよびＩＣレコ
ーダからなる撮影機器システムの主として電気的構成を示すブロック図である。
【図１３】本発明の第２実施形態に係わる撮影機器システムの外観を示すカメラ正面側か
ら見た外観斜視図である。
【図１４】本発明の第２実施形態に係わる撮影機器システムの使用状態を示す図である。
【図１５】本発明の第２実施形態に係わるカメラのカメラ制御の動作を示すフローチャー
トである。
【図１６】本発明の第２実施形態に係わるカメラの撮影収音記録４の動作を示すフローチ
ャートである。
【図１７】本発明の第２実施形態に係わるカメラの撮影収音記録５の動作を示すフローチ
ャートである。
【図１８】本発明の第２実施形態に係わるカメラの撮影収音記録６の動作を示すフローチ
ャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面に従って本発明を適用したカメラを有する撮影機器システムを用いて好まし
い実施形態について説明する。第１実施形態に係わる撮影機器システムはカメラ１０とＩ
Ｃレコーダ２０から構成され、撮影機器システムを構成するカメラ１０は、デジタルカメ
ラである。この撮影機器システムは、大略、次のような機能を有する。カメラ１０の撮像
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部によって被写体像を動画の画像データに変換し、この変換された画像データに基づいて
、被写体像を本体の背面に配置した表示部にライブビュー表示する。動画撮影時にはレリ
ーズ釦の操作により撮影を開始し再度の操作により撮影を終了する。また、カメラ１０に
は、ＩＣレコーダ２０が前方および背面側に装着可能であり、ＩＣレコーダ２０は、録音
機能と撮影機能を有する。カメラ１０は、ＩＣレコーダ２０の装着の有無、および装着の
向きに応じて、いずれの音声と画像をどのように組み合わせて記録するかを決定する。カ
メラ１０のレリーズがなされると、上記決定に応じて、画像データおよび音声データを記
録媒体に記録する。また、記録媒体に記録した撮影画像と音声は、再生モードを選択する
と、再生することができる。
【００１８】
　図１に示すブロック図を用いて、本発明の第１実施形態に係わるカメラ１０とこれに装
着可能なＩＣレコーダ２０からなる撮影機器システムの構成について説明する。カメラ１
０は、信号処理及び制御部１、撮像部２、記録部４、電源部５、操作判定部６、音声収録
部７、表示部８、時計部９、通信部１２等から構成される。
【００１９】
　カメラ１０内の撮像部２は、撮影レンズ、シャッタ等の露出制御部、撮像素子、撮像素
子の駆動、及び読出回路等を含み、撮影レンズによって形成された被写体像を撮像素子に
よって画像データに変換し、これを出力する。なお、本明細書においては、画像データは
、撮像素子から出力される画像信号に限らず、信号処理及び制御部１によって処理された
画像のデータ、および記録部４に記録されている画像のデータ等についても使用する。
【００２０】
　信号処理及び制御部１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit：中央処理装置）および
その周辺のハードウエア回路によって構成され、不図示の不揮発性メモリからなる記憶部
に記憶されているプログラムに従ってカメラ１０の全体のシーケンスを制御する。また、
信号処理及び制御部１は、撮像部２から出力される画像データに対して、各種画像処理を
施す。
【００２１】
　記録部４は、カメラ本体に脱着自在な記録媒体、若しくは内蔵の記録媒体から構成され
る。記録部４には、撮像部２から出力され、信号処理及び制御部１によって画像処理され
た静止画や動画の画像データや音声データ、およびこれらのデータに付随するデータが記
録される。電源部５は、電源電池および電源制御部等を含み、カメラ１０の各部に電源供
給を行う。また、ＩＣレコーダ２０がカメラ１０に装着された際には、ＵＳＢ端子を通じ
て、ＩＣレコーダ２０に電源を供給する。
【００２２】
　操作判定部６は、カメラ１０の外装に配置されたレリーズ釦、電源釦、再生釦、メニュ
ー釦等の各種操作部材を有し、この操作部材の操作状態を判定し、この判定結果を信号処
理及び制御部１に出力する。また、操作部材として、自分側釦が設けてあり、この自分側
釦は、後述するようにＩＣレコーダ２０をカメラ１０に装着した際に、ＩＣレコーダ２０
内の撮影部２５によって撮影者自らを撮影することを指示するための操作部材である。操
作判定部６は、自分側釦に連動する自分側スイッチの状態も判定し、信号処理及び制御部
１に出力する。
【００２３】
　音声収録部７は、内蔵マイク、音声処理回路、スピーカ等を有し、動画撮影時等におい
て、主としてカメラ前方の音声をモノラルで集音し、画像データと共に記録するために音
声処理を行う。ここで処理された音声データは記録部４に記録される。また、動画の再生
時には、併せて音声データの再生をスピーカによって行う。
【００２４】
　表示部８は、信号処理及び制御部１に接続されており、本体の背面等に配置された液晶
モニタや有機ＥＬ等のモニタを有し、ライブビュー表示や、撮影時のレックビュー表示や
、記録部４に記録されている記録画像の表示や、メニュー画面等の制御画面を表示する。
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時計部９は、計時機能を有し、また日時情報を出力する。撮影時には、この日時情報が画
像データと共に記録部４の記録媒体に記録される。
【００２５】
　通信部１２は、ＩＣレコーダ２０と双方向で通信を行う。通信方式としては、種々の有
線通信方式以外にも、無線通信でも赤外線通信でも勿論かまわないが、本実施形態におい
てはＵＳＢによる有線通信を行う。また、通信にあたっては、画像データと音声データ等
を送受信する。
【００２６】
　ＩＣレコーダ２０内の信号処理及び制御部２１は、ＣＰＵ（Central Processing Unit
：中央処理装置）およびその周辺のハードウエア回路によって構成され、不図示の不揮発
性メモリからなる記憶部に記憶されているプログラムに従ってＩＣレコーダ２０の全体の
シーケンスを制御する。
【００２７】
　音声収録部２７は、内蔵のステレオマイク２７ｂ（図２（ａ）参照）、音声処理回路を
含み、カメラ１０内の音声収録部７よりは高品位の音声データを収録することができる。
この音声収録部２７で取得したアナログ音声信号は、信号処理及び制御部２１によってＡ
Ｄ変換され、デジタル音声データとなり、また記録用に音声圧縮処理もなされる。
【００２８】
　撮影部２５は、撮影レンズ２５ｂ（図２（ａ）参照）、撮像素子、撮像素子の駆動、及
び読出回路等を含み、ＩＣレコーダ２０で音声記録を行う際に、撮影も可能となっている
。会議等の音声記録の際に、併せて発言者等の顔画像を記録することにより、音声データ
の検索の際に、役立てることができる。この撮影部２５における画像は補助画像であるこ
とから、カメラ１０によって取得される画像よりは低品位である。
【００２９】
　記録部２４は、音声収録部２７で取得した音声データと、撮影部２５によって取得した
画像データを記録するための電気的に書き換え可能な不揮発性メモリである。記録部２４
は、大容量メモリを備え、通信部２２を介して、外部より入力したデータの記録も可能で
ある。
【００３０】
　再生部２８は、スピーカおよび音声処理回路を含み、記録部２４に記録された音声デー
タの再生を行う。音声再生にあたっては、記録部２４に記録されている圧縮音声データを
信号処理及び制御部２１によって伸張処理を行った後、音声処理回路によって処理を行う
。また、撮影部２５によって取得され記録部２４に記録されている画像データの再生も行
う。
【００３１】
　通信部２２は、カメラ１０の通信部１２と、画像データおよび音声データ等の送受信を
行う。また、前述したように、ＵＳＢ接続を通じて電源供給されるので、供給された電源
をＩＣレコーダ２０内の図示しない電源部に供給する。
【００３２】
　操作部２６は、ＩＣレコーダ２０内の外装に配置された録音釦、停止釦、再生釦等の各
種操作部材を有し、この操作部材の操作状態を判定し、この判定結果を信号処理及び制御
部２１に出力する。時計部２９は、計時機能を有し、また日時情報を出力する。録音時に
は、この日時情報が音声データと共に記録部２４の記録媒体に記録される。
【００３３】
　上述のＩＣレコーダ２０は、図２（ａ）に示すように、ＩＣレコーダ本体２０ａとキャ
ップ２０ｂとから構成されている。前述の図１に示したＩＣレコーダ２０内の各部はＩＣ
レコーダ本体２０ａ内に配置されている。ＩＣレコーダ本体２０ａの先端側には、撮影レ
ンズ２５ｂとステレオマイク２７ｂが設けられている。撮影レンズ２５ｂは撮影部２５に
おいて被写体像を結像する。また、ステレオマイク２７ｂは、音声収録部２７において音
声をアナログ音声信号に変換する。
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【００３４】
　ＩＣレコーダ本体２０ａの末端側にはＵＳＢ端子２２ｂが設けられている。このＵＳＢ
端子２２ｂは通信部２２の通信端子であり、キャップ２０ｂに収納可能である。カメラ１
０やパーソナルコンピュータ（以下、ＰＣと称す）５０等の外部機器と接続する際には、
キャップ２０ｂを外し、これらの外部機器とＵＳＢ端子２２ｂによって接続をとる。一方
、外部機器と接続せず、単独でＩＣレコーダ２０を使用する場合には、キャップ２０ｂを
ＵＳＢ端子２２ｂに装着し、ＵＳＢ端子２２ｂを保護する。
【００３５】
　また、上述のカメラ１０は、図２（ｂ）に示すように、内部には図１に示した記録部４
等の各部が配置されている。また、カメラ１０の本体の正面には、撮像部２の一部である
撮影レンズ２ｂが配置され、また音声収録部７を構成する内蔵マイク７ｂが設けられてい
る。カメラ１０の上面には、ＩＣレコーダ２０をアダプタ４０ａ、４０ｂ（図３参照）を
介して装着するための通信接続部１２ｂが配置されている。この通信接続部１２ｂは、通
信部１２の一部であり、アダプタ４０ａ、４０ｂを装着時に固定するとともに、カメラ１
０の通信部１２とＩＣレコーダ２０の通信部２２を電気的に接続し、通信路を形成する。
【００３６】
　ＩＣレコーダ２０のカメラ１０への装着について、図３を用いて説明する。図３（ａ）
はＩＣレコーダ本体２０ａからキャップ２０ｂを外した様子を示す。キャップ２０ｂを外
したＩＣレコーダ本体２０ａをカメラ１０の前側（正面側）に取り付ける際には、前側ア
ダプタ４０ａを用いる。前側アダプタ４０ａは、ＩＣレコーダ本体２０ａのＵＳＢ端子２
２ｂを収納し、ＵＳＢ接続をとるための通信端子を有する収納部４１ａと、カメラ１０の
通信接続部１２ｂにカメラ１０の前側から装着可能であり、装着時にＵＳＢ接続をとるた
めの通信端子を有する脚部４２ａを有する。前側アダプタ４０ａ内において、収納部４１
ａと脚部４２ａとの間で通信路が形成されている。
【００３７】
　ＩＣレコーダ本体２０ａをカメラ１０の前側（正面側）に取り付けるには、図３（ｂ）
に示すように、前側アダプタ４０ａの収納部４１ａにＩＣレコーダ２０のＵＳＢ端子２２
ｂを装着し、前側アダプタ４０ａの脚部４２ａを、カメラ１０の前側から通信接続部１２
ｂに装着する。カメラ１０は、前側アダプタ４０ａの装着を検知する検知部を有しており
、前側アダプタ４０ａを装着すると、ＩＣレコーダ２０が前側に装着されたと、カメラ１
０は認識し、かつ両者の間に通信路が形成される。この状態では、カメラ１０の前方の音
声をＩＣレコーダ２０に録音することができる。
【００３８】
　ＩＣレコーダ本体２０ａをカメラ１０の後側（背面側）に取り付ける際には、後側アダ
プタ４０ｂを用いる。後側アダプタ４０ｂは、ＩＣレコーダ本体２０ａのＵＳＢ端子２２
ｂを収納し、ＵＳＢ接続をとるための通信端子を有する収納部４１ｂと、カメラ１０の通
信接続部１２ｂにカメラ１０の後側から装着可能であり、装着時にＵＳＢ接続をとるため
の通信端子を有する脚部４２ｂを有する。後側アダプタ４０ｂ内において、収納部４１ｂ
と脚部４２ｂとの間で通信路が形成されている。
【００３９】
　ＩＣレコーダ本体２０ａをカメラ１０の後側（背面側）に取り付けるには、図３（ｃ）
に示すように、後側アダプタ４０ｂの収納部４１ｂにＩＣレコーダ２０のＵＳＢ端子２２
ｂを装着し、後側アダプタ４０ｂの脚部４２ｂを、カメラ１０の後側から通信接続部１２
ｂに装着する。カメラ１０は、後側アダプタ４０ｂの装着を検知する検知部を有しており
、後側アダプタ４０ｂを装着すると、ＩＣレコーダ２０が後側に装着されたと、カメラ１
０は認識し、かつ両者の間に通信路が形成される。この状態では、カメラ１０の後方、特
に撮影者の声を録音することができる。
【００４０】
　図４は、このように構成された撮影機器システムを使用している様子を示しており、特
に図４（ａ）は、ＩＣレコーダ２０を後側アダプタ４０ｂを介してカメラ１０に装着し、
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使用している様子を示している。この場合には、ＩＣレコーダ２０の撮影レンズ２５ｂと
ステレオマイク２７ｂが撮影者６１の方を向いていることから、撮影者６１の画像を撮影
し、また、カメラ１０は前方を向いていることから、撮影機器システムとしては、前方の
被写体と後方の撮影者６１の画像を同時に取得が可能である。また、撮影時には、撮影者
６１の音声を収録することができることから、撮影者６１による解説等を収音することが
できる。
【００４１】
　このように、図４（ａ）に示す使用状態においては、前方と後方の画像を同時に取得で
きることから、カメラ１０の信号処理及び制御部１は、図４（ｂ）に示すように、前方か
ら得られた主画像６５に、後方から得られた撮影者６１の画像をサブ画像６６として合成
し、この合成画像を表示部８に表示したり、記録することができる。ＩＣレコーダ２０の
記録部２４に合成画像を記録した場合には、図４（ｃ）に示すように、ＰＣ５０のＵＳＢ
端子に、ＩＣレコーダ２０を装着し、合成画像を読み出すことにより、ＰＣ５０のモニタ
で鑑賞することができる。
【００４２】
　次に、本実施形態において記録される音声ファイルと画像ファイル構造について、図５
ないし図７を用いて説明する。図５（ａ）に示すパターン１は、ＩＣレコーダ２０とカメ
ラ１０が、それぞれ個別に撮影と録音を行った場合のファイル構造である。すなわち、Ｉ
Ｃレコーダ２０は、音声収録部２７によって取得した音声データに基づいて音声ファイル
１を生成し、また撮影部２５によって取得した画像データに基づいて画像ファイル１を生
成し、それぞれ記録部２４に記録する。また、カメラ１０は、音声収録部７によって取得
した音声データに基づいて音声ファイル２を生成し、また撮像部２によって取得した画像
データに基づいて画像ファイル２を生成し、それぞれ記録部４に記録する。
【００４３】
　図５（ｂ）に示すパターン２は、ＩＣレコーダ２０をカメラ１０にアダプタ４０ａ、４
０ｂを介して装着し、両者を連携させて画像と音声を記録する場合のファイル構造である
。音声データに関しては、ＩＣレコーダ２０の音声収録部２７の方がカメラ１０の音声収
録部７よりも高品位であることから、音声データの記録はカメラ１０の音声収録部７を使
用せずにＩＣレコーダ２０の音声収録部２７における音声データを使用する。また、画像
データに関しては、カメラ１０撮像部２の方がＩＣレコーダ２０の撮影部２５よりも高品
位であることから、画像データの記録はＩＣレコーダ２０の撮影部２５を使用せず、カメ
ラ１０の撮像部２における画像データを使用する。さらに、音声ファイルと画像ファイル
は、ＩＣレコーダ２０の記録部２４に記録する。ＩＣレコーダ２０の記録部２４は大容量
であるとともに、ＵＳＢ端子２２ｂを直接、ＰＣ５０に装着し、再生することができるた
めである。
【００４４】
　図６（ａ）に示すパターン３Ａも、ＩＣレコーダ２０をカメラ１０にアダプタ４０ｂを
介して装着し、両者を連携させて画像と音声を記録する場合のファイル構造である。パタ
ーン２と異なるのは、カメラ１０で収音した音声データも、ＩＣレコーダ２０によって収
音した音声データとともに記録するようにした点である。
【００４５】
　ＩＣレコーダ２０は、ステレオ録音が可能であり、このために音声データ記録用のトラ
ックとしては、左右それぞれ１トラックずつ有している。そこで、パターン３Ａでは、ト
ラック１をＩＣレコーダ２０が収音した音声データを記録し、トラック２をカメラ１０が
収音した音声データを記録するようにしている。なお、画像データについては、パターン
２と同様である。また、音声ファイルと画像ファイルは、パターン２と同様、ＩＣレコー
ダ２０の記録部２４に記録する。このパターン３Ａでは、カメラ１０の前方および後方の
両方の音声データを記録することができる。
【００４６】
　図６（ｂ）に示すパターン３Ｂも、ＩＣレコーダ２０をカメラ１０にアダプタ４０ｂを
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介して装着し、両者を連携させて画像と音声を記録する場合のファイル構造である。パタ
ーン３Ａと異なるのは、ＩＣレコーダ２０で撮影した画像データも、カメラ１０によって
撮影した画像データとともに記録するようにした点である。
【００４７】
　前述したように、ＩＣレコーダ２０を後方に向けて装着した場合には、撮影者６１の画
像データを取得することができ、この場合には、図４（ｂ）に示したような合成画像を画
像ファイル１としてＩＣレコーダ２０の記録部２４に記録する。音声ファイル１について
は、パターン３Ａと同様であり、カメラ１０とＩＣレコーダ２０によって取得された音声
データをそれぞれのトラックに記録し、音声ファイル１として、ＩＣレコーダ２０の記録
部２４に記録する。
【００４８】
　パターン１～パターン３Ｂにおいては、音声ファイルおよび画像ファイルは、単に帯状
に表示するだけであったが、内部構造としては、図７（ａ）に示すようになっている。す
なわち、音声ファイルの冒頭のヘッダ部には、時系列に記録された複数のトラックの関係
を示す情報等、音声ファイルに関する情報が記録されており、また、撮像部２または撮影
部２５において撮影したサムネイル画像もここに記録されている。サムネイル画像として
は、動画で記録されている画像データの撮影開始時の画像、または動画撮影開始時に静止
画を撮影し、この画像をサムネイルとする。
【００４９】
　音声ファイルのヘッダ部に続いて、図７（ａ）に示すように、トラック１とトラック２
の音声データが交互に記録されている。録音形式としては、圧縮を伴うＭＰ３やＷＭＡ形
式や、非圧縮のＰＣＭ録音のＷＡＶ形式等がある。非圧縮の録音形式の方が、音質が高い
が、動画記録時は画像データが大容量となることから、ＰＣ５０に取り込みやすく加工し
やすい圧縮記録の方が扱いやすい。
【００５０】
　なお、音声ファイルの構造としては、図７（ａ）に示すような構造に限らず、図７（ｂ
）に示すように、５．１チャンネル等のマルチチャンネル録音の考え方を利用してもよい
。すなわち、マルチチャンネルでは、前後左右のマイクを、各々別のファイルで記録し、
これを1つの束として扱っている。この考え方を利用して、例えば、前方の音は、カメラ
１０から、後方の音はＩＣレコーダ２０から収音するようにしてもよい。
【００５１】
　次に、本実施形態における動作を図８ないし図１１に示すフローチャートを用いて説明
する。このフローチャートは、カメラ１０の不図示の記憶部に記憶されているプログラム
に従って信号処理及び制御部１が実行する。
【００５２】
　電源釦が操作され、電源がオンとなり、図８に示すカメラ制御のフローに入ると、まず
、撮影モードか否かの判定を行う（Ｓ１）。このカメラ１０は撮影モードと再生モードを
有しており、このステップでは、再生モードでなければ、撮影モードと判定する。この判
定の結果、撮影モードであった場合には、次に、記録開始か否かの判定を行う（Ｓ２）。
このカメラ１０では、レリーズ釦が操作されると、動画の記録を開始し、再度レリーズ釦
が操作されると、動画の記録を終了するので、このステップでは、レリーズ釦が操作され
たか否かを判定する。
【００５３】
　ステップＳ２における判定の結果、記録開始でなかった場合には、ステップＳ１に戻る
。一方、記録開始であった場合には、次に、ＩＣレコーダ２０が装着されているか否かの
判定を行う（Ｓ３）。ここでは、通信部１２を介して、ＩＣレコーダ２０の通信部２２と
通信を行い、通信が成立すれば、ＩＣレコーダ２０が装着されていると判定する。
【００５４】
　ステップＳ３における判定の結果、ＩＣレコーダ２０が接続していなかった場合には、
次に、撮影・収音記録１のサブルーチンを実行する（Ｓ５）。この場合には、ＩＣレコー
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ダ２０が接続されておらず、カメラ１０単独で使用されていることから、通常の撮影と録
音を行う。この撮影・収音記録１の詳しいフローについては、図８を用いて後述する。
【００５５】
　ステップＳ３における判定の結果、ＩＣレコーダ２０が接続していた場合には、次に、
マイクが被写体側にあるか否かの判定を行う（Ｓ４）。前述したように、前側アダプタ４
０ａを用いてＩＣレコーダ２０を装着した場合には、ＩＣレコーダ２０のステレオマイク
２７ｂはカメラ１０の前側（正面側）になることから、このステップでは、前側アダプタ
４０ａを用いてＩＣレコーダ２０を装着したか否かを検知する。
【００５６】
　ステップＳ４における判定の結果、ステレオマイク２７ｂが前側、すなわち被写体側に
有る場合には、次に、撮影・収音記録２のサブルーチンを実行する（Ｓ７）。この場合に
は、ＩＣレコーダ２０は前側、すなわち被写体側を向いており、撮影者は被写体を撮影し
、このときの音声を録音することに集中している。そこで、画像は高品位の画像データを
取得できるカメラ１０の撮像部２からの画像データを記録し、音声は高品位の音声データ
を取得できるＩＣレコーダ２０の音声収録部２７からの音声データを記録する。この撮影
・収音記録２の詳しいフローについては、図１０を用いて後述する。
【００５７】
　ステップＳ４における判定の結果、ステレオマイク２７ｂが後側、すなわち撮影者側に
有る場合には、次に、撮影・収音記録３のサブルーチンを実行する（Ｓ６）。この場合に
は、ＩＣレコーダ２０は後側、すなわち撮影者側を向いており、撮影者は被写体とともに
撮影者も記録することを意図している。そこで、音声はカメラ１０の音声収録部７とＩＣ
レコーダ２０の音声収録部２７の両方によって音声データを得るようにする。また、画像
は、撮影者が意図すれば、撮影者の画像データも取得し、図４（ｂ）に示すような合成画
像を生成できるようにする。この撮影・収音記録３の詳しいフローについては、図１１を
用いて後述する。
 
【００５８】
　ステップＳ５～Ｓ７における撮影・収音記録１～３のいずれかを実行すると、次に、記
録終了か否かの判定を行う（Ｓ８）。ここでは、レリーズ釦が再度、操作されたか否かを
判定する。前述したように、再度、レリーズ釦が操作されると、動画の記録を終了する。
ステップＳ８における判定の結果、記録終了でなかった場合には、ステップＳ３に戻り、
動画の記録および録音を続行する。一方、判定の結果、記録終了であった場合には、次に
、電源オフか否かの判定を行う（Ｓ９）。ここでは、電源釦の操作状態を操作判定部６に
よって検知し、この検知結果に基づいて判定する。この判定の結果、電源オフでなかった
場合には、ステップＳ１に戻る。一方、判定の結果、電源オフであった場合には、電源オ
フ処理を行った後、カメラ制御のフローを終了する。
【００５９】
　ステップＳ１における判定の結果、撮影モードでなかった場合には、次に、再生モード
か否かの判定を行う（Ｓ１１）。再生釦を操作すると再生モードに切り換わることから、
このステップでは、再生釦の状態を判定する。この判定の結果、再生でなかった場合には
、ステップＳ１に戻る。
【００６０】
　ステップＳ１１における判定の結果、再生モードであった場合には、次にファイル一覧
を表示する（Ｓ１２）。ここでは、動画の最初の画像等、サムネイル画像を表示する。続
いて、画像及び音声選択がなされたか否かの判定を行う（Ｓ１３）。ここでは、ファイル
一覧に表示された動画の中から、ユーザが画像および音声を選択したか否かを判定する。
【００６１】
　ステップＳ１３における判定の結果、画像及び音声が選択されていた場合には、選択フ
ァイルの連携再生を行う（Ｓ１４）。ここでは、ＩＣレコーダ２０によって録音や撮影が
なされ、再生時にＩＣレコーダ２０が接続されていた場合には、カメラ１０の撮像部２で
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取得した画像と音声収録部７で取得した音声とを連携した再生を行う。連携再生を行うと
、ステップＳ１１に戻り、再生モードを続行する。
【００６２】
　一方、ステップＳ１３における判定の結果、画像及び音声が選択されていなかった場合
には、再生を終了か否かの判定を行う（Ｓ１５）。再生釦が再度、操作されると、再生モ
ードを終了することから、このステップでは、再生釦が再度、操作されたか否かを判定す
る。この判定の結果、終了でなかった場合には、ステップＳ１２に戻り、再生を続行する
。一方、ステップＳ１５における判定の結果、終了であった場合には、前述のステップＳ
９に進み電源オフか否かの判定を行い、電源オフであった場合には、カメラ制御のフロー
を終了する。
【００６３】
　次に、ステップＳ５における撮影・収音記録１の詳しい動作について、図９に示すフロ
ーチャートを用いて説明する。このフローでは、カメラ１０単独による撮影および録音が
なされる。撮影・収音記録１のフローに入ると、まず、撮影終了か否かの判定を行う（Ｓ
２１）。ここでは、レリーズ釦が、再度、操作され、動画の撮影を終了するか否かの判定
を行う。この判定の結果、撮影終了であった場合には、元のフローに戻る。
【００６４】
　ステップＳ２１における判定の結果、撮影終了でなかった場合には、次に、カメラ撮影
およびカメラ収音を行い（Ｓ２２）、カメラに記録する（Ｓ２３）。ここでは、カメラ１
０の撮像部２によって取得した画像データを信号処理および制御部１によって画像処理し
た後、カメラ１０の記録部４に記録する。また、画像データの取得と同時に、音声収録部
７によって取得した音声データを信号処理および制御部１によって信号処理し、画像デー
タと関連付けを行って、カメラ１０の記録部４に記録する。このときの記録パターンは図
５（ａ）に示したパターン１に従う。カメラに画像データと音声データを記録すると、ス
テップＳ２１に戻り、撮影終了するまで、この処理を繰り返す。
【００６５】
　次に、ステップＳ７における撮影・収音記録２の詳しい動作について、図１０に示すフ
ローチャートを用いて説明する。このフローでは、カメラ１０の前方向きにＩＣレコーダ
２０が装着され、両者の連携による撮影および録音がなされる。撮影・収音記録２のフロ
ーに入ると、まず、ＩＣレコーダ２０の起動を行う（Ｓ３１）。ここでは、カメラ１０か
らＩＣレコーダ２０に対して起動するように信号処理及び制御部２１に指示を出力する。
【００６６】
　ＩＣレコーダ２０が起動すると、次に、ステップ２１と同様に撮影終了か否かの判定を
行う（Ｓ３２）。この判定の結果、撮影終了でなかった場合には、次に、カメラ１０によ
る撮影と、ＩＣレコーダ２０による収音を行う（Ｓ３３）。ここでは、カメラ１０の撮像
部２によって取得した画像データを信号処理及び制御部１によって画像処理を行う。また
、ＩＣレコーダ２０に対して、音声収録部２７によって音声データを取得し信号処理及び
制御部２１によって音声処理を行う。
【００６７】
　カメラ撮影及びレコーダ収音を行うと、次に、レコーダに記録を行う（Ｓ３４）。ここ
では、カメラ１０で取得し画像処理された画像データを、通信部１２および通信部２２を
介してＩＣレコーダ２０に出力し、ＩＣレコーダ２０の記録部２４に記録する。また、Ｉ
Ｃレコーダ２０で取得した音声データを、画像データと関連付けて記録部２４に記録する
。レコーダに記録を行うと、ステップＳ３２に戻り、撮影終了するまで、カメラ撮影とレ
コーダ収音、および記録を繰り返す。
【００６８】
　ステップＳ３２における判定の結果、撮影終了であった場合には、ＩＣレコーダ２０を
オフする（Ｓ３５）。ここでは、カメラ１０の信号処理及び制御部１は、動作をオフする
ようにＩＣレコーダ２０に指示する。レコーダオフを行うと、元のフローに戻る。
【００６９】
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　次に、ステップＳ６における撮影・収音記録３の詳しい動作について、図１１に示すフ
ローチャートを用いて説明する。このフローでは、カメラ１０の後方向きにＩＣレコーダ
２０が装着され、両者の連携による撮影および録音がなされる。撮影・収音記録３のフロ
ーに入ると、まず、ステップＳ３１と同様にＩＣレコーダ２０の起動が行われ（Ｓ４１）
、続いて、ステップＳ３２と同様に撮影終了か否かの判定が行われる（Ｓ４２）。
【００７０】
　ステップＳ４２における判定の結果、撮影終了でなかった場合には、カメラ撮影、およ
びカメラ・レコーダ収音を行う（Ｓ４３）。ここでは、カメラ１０の撮像部２によって取
得した画像データを信号処理及び制御部１によって画像処理を行う。また、カメラ１０の
音声収録部７によって音声データを取得するとともに、ＩＣレコーダ２０に対して、音声
収録部２７によって音声データを取得し信号処理及び制御部２１によって音声処理を行う
。
【００７１】
　続いて、自分側スイッチがオンか否かの判定を行う（Ｓ４４）。カメラ１０の前方の被
写体に加えて、撮影者自身も撮影したい場合には、自分側釦を手動操作するので、操作判
定部６によって自分側釦に連動する自分側スイッチの状態を判定する。
【００７２】
　ステップＳ４４における判定の結果、自分側スイッチがオンであった場合には、撮影結
果の合成を行う（Ｓ４５）。ここでは、カメラ１０内の撮像部２によって取得した主被写
体の画像データに、ＩＣレコーダ２０の撮影部２５によって取得した撮影者６１の画像デ
ータを、信号処理及び制御部１によって画像合成を行い、図４（ｂ）に示すような合成画
像を生成する。
【００７３】
　ステップＳ４５において画像合成を行うと、またはステップＳ４４における判定の結果
、自分側スイッチがオンでなかった場合には、次に、収音結果のトラック別記録を行い（
Ｓ４６）、レコーダ４７に記録する（Ｓ４７）。ステップＳ４４における判定の結果、自
分側スイッチがオン出なった場合には、図６（ａ）に示すようなパターン３Ａによるトラ
ック別に、ＩＣレコーダ２０の記録部２４に記録する。パターン３Ａであることから、カ
メラ１０で取得した画像データは、ＩＣレコーダ２０の画像ファイル１に記録し、カメラ
１０で取得した音声データは、ＩＣレコーダ２０の音声ファイル１のトラック２に記録し
、ＩＣレコーダ２０で取得した音声データは、ＩＣレコーダ２０の音声ファイル１のトラ
ック１に記録する。
【００７４】
　また、ステップＳ４５において撮影結果の合成画像を生成した場合には、図６（ｂ）に
示すようなパターン３Ｂによるトラック別に、ＩＣレコーダ２０の記録部２４に記録する
。音声データについては、パターン３Ａと同様であるが、パターン３Ｂであることから、
画像データについては、ステップＳ４５において生成した合成画像の画像データを、ＩＣ
レコーダ２０の画像ファイル１に記録する。
【００７５】
　ＩＣレコーダ２０に画像データ及び音声データを記録すると、ステップＳ４２に戻り、
撮影終了と判定されるまで、前述の処理を繰り返す。ステップＳ４２における判定の結果
、撮影終了であった場合には、ステップＳ３５と同様に、ＩＣレコーダ２０をオフする（
Ｓ４８）。レコーダオフを行うと、元のフローに戻る。
【００７６】
　以上、説明したように、本発明の第１実施形態においては、ＩＣレコーダ２０の音声収
録部２７の向きに応じて、記録する音声データを切り換えている。すなわち、ＩＣレコー
ダ２０が前向きに装着された場合には、カメラ１０の音声収録部７はオフにし、ＩＣレコ
ーダ２０の音声収録部３７による音声データのみを記録する。また、ＩＣレコーダ２０が
後向きに装着された場合には、カメラ１０の音声収録部７とＩＣレコーダ２０の音声収録
部３７による両方の音声データを記録する。このため、撮影機器であるカメラ１０と録音
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機器であるＩＣレコーダ２０を組み合わせて使用する場合に、最適な音声記録を行うこと
ができる。
【００７７】
　また、本実施形態においては、ＩＣレコーダ２０の音声収録部２７の向きに応じて、記
録する画像データを切り換えている。すなわち、ＩＣレコーダ２０が前向きに装着された
場合には、ＩＣレコーダ２０の撮影部２５はオフにし、カメラ１０の撮像部２による画像
データのみを記録する。また、ＩＣレコーダ２０が後向きに装着された場合には、自分側
釦が操作された際に、カメラ１０の撮像部２とＩＣレコーダ２０の撮影部２５による両方
の画像データを記録する。このため、撮影機器であるカメラ１０と録音機器であるＩＣレ
コーダ２０を組み合わせて使用する場合に、最適な画像記録を行うことができる。
【００７８】
　なお、本実施形態においては、カメラ１０の撮像部２とＩＣレコーダ２０の撮影部２５
による両方の画像データを記録するにあたって、両方の画像を合成した後に行っていた。
しかし、これに限らず、時分割で別々に両方の画像データを記録する等、他の手法で記録
してもよい。
【００７９】
　また、本実施形態においては、ＩＣレコーダ２０をカメラ１０に装着した場合には、画
像データと音声データをＩＣレコーダ２０に記録して。しかし、これに限らず、カメラ１
０の記録部４に記録するようにしてもよい。
【００８０】
　次に、本発明の第２実施形態について、図１２ないし図１８を用いて説明する。第１実
施形態においては、撮影レンズはカメラ１０の本体内に設けられていた。第２実施形態に
おいては、カメラ１０は交換レンズ式のカメラであり、交換レンズ内に音声収録部を設け
ている。
【００８１】
　本実施形態における撮影機器システムは、図１２に示すように、カメラ１０、ＩＣレコ
ーダ２０、および交換レンズ３０から構成される。ＩＣレコーダ２０は、第１実施形態に
おけるＩＣレコーダ２０と同様であるので、同一の部には、同一の符号を付し、詳しい説
明は省略する。また、カメラ１０も通信部３が設けられている以外は、第１実施形態にお
けるカメラ１０と同様であるので、同一の部には同一の符号を付し詳しい説明を省略する
。
【００８２】
　通信部３は信号処理及び制御部１に接続され、交換レンズ３０が装着された際に、交換
レンズ３０と通信を行う。なお、第１実施形態における撮像部２は撮影レンズを備えてい
たが、本実施形態においては交換レンズ３０内に撮影レンズ３２を備えていることから、
撮像部２においては、撮影レンズを設けていない。また、図１に記載の電源部５を第２実
施形態のカメラ１０においても備えているが、図１２では省略してある。
【００８３】
　交換レンズ３０は、カメラ１０に脱着自在であり、交換レンズ３０内には、撮影制御部
３１、撮影レンズ３２、通信部３３、音声収録部３７が設けてある。撮影制御部３１は、
ＣＰＵ（Central Processing Unit：中央処理装置）およびその周辺のハードウエア回路
によって構成され、不図示の不揮発性メモリからなる記憶部に記憶されているプログラム
に従って交換レンズ３０の全体のシーケンスを制御する。特に、カメラ１０の信号処理及
び制御部１からの指示に従って、撮影レンズ３２の焦点調節や、音声収録部３７における
音声収録の制御等を行う。
【００８４】
　撮影レンズ３２は、被写体光を集光し撮像部２の撮像素子上に結像する。音声収録部３
７は、ステレオマイクおよび音声処理回路を有し、交換レンズ３０の前方の音声を収音す
る。また、撮影レンズ３２の焦点距離およびピント位置に応じて、収音の指向性を変化さ
せる。
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【００８５】
　通信部３３は、カメラ１０内の通信部３と通信を行い、マイク付きの交換レンズである
か否か等の機種情報や、交換レンズ３０の焦点距離情報等、種々の情報を送信し、また、
カメラ１０からの焦点調節情報を受信する。また、音声収録部３７によって取得した音声
データもカメラ１０に送信する。
【００８６】
　本実施形態における撮影機器システムの外観を、図１３に示す。本実施形態においては
、カメラ１０に前側アダプタ４０を介してＩＣレコーダ２０を装着可能である。また、カ
メラ１０の正面に交換レンズ３０を装着可能である。この交換レンズ３０の前面には、前
述したように、撮影レンズ３２および１対のステレオマイク３７ｂが設けられている。な
お、交換レンズとしては、ステレオマイク３７ｂ付きの交換レンズ３０以外にも、ステレ
オマイクを装備しない交換レンズ３０Ａも装着可能である。
【００８７】
　本実施形態における使用状態の例を、図１４に示す。交換レンズ３０のステレオマイク
３７ｂの収音の指向性は高く、図１４に示すような状況においては、鳥６３のさえずりは
きれいに録音できるが、小川６４のせせらぎ等の周囲の音は殆ど録音できない。このよう
な状況では、交換レンズ３０に内蔵されたステレオマイク３７ｂにおいて鳥６３のさえず
りを収音し、ＩＣレコーダ２０に内蔵されたステレオマイク２７ｂにおいて小川６４の流
れの音を収音するような使い分けを行う。この場合、小川６４の流れの音が鳥６３のさえ
ずりをかき消してしまわないように、鳥６３と小川６４の音の大きさのバランスをとるの
が重要である。このため、両者を別ファイルとして録音しておき、再生時にバランスを取
るような使い方が望ましい。
【００８８】
　次に、本実施形態における撮影機器システムの動作について、図１５ないし図１８に示
すフローチャートを用いて説明する。このフローチャートは、カメラ１０の不図示の記憶
部に記憶されているプログラムに従って信号処理及び制御部１が実行する。
【００８９】
　電源釦が操作され、電源がオンとなると、図１５に示すカメラ制御のフローに入るが、
最初のステップＳ１～Ｓ３における処理は、図８を用いて説明した第１実施形態における
フローと同様であるので、詳しい説明は省略する。また、図８における再生モードに関す
るステップＳ１１～Ｓ１５も実行するが、図８と同様であることから、フロー上省略し説
明も所略する。
【００９０】
　ステップＳ３における判定の結果、ＩＣレコーダ２０が接続されていなかった場合には
、次に、マイク付きレンズが接続されているか否かの判定を行う（Ｓ６１）。ここでは、
交換レンズ３０から送信されてくるマイク付きの交換レンズであるか否かの機種情報に基
づいて判定する。この判定の結果、マイク付きレンズが接続されていなかった場合には、
次に、撮影・収音記録１のサブルーチンを実行する（Ｓ６２）。この場合には、ＩＣレコ
ーダ２０およびマイク付き交換レンズ３０の両方が接続されておらず、カメラ１０とマイ
クなし交換レンズ３０Ａとの組み合わせで使用されていることから、通常の撮影と録音を
行う。この撮影・収音記録１の詳しいフローについては、図８を用いて前述した。
【００９１】
　ステップＳ６１における判定の結果、マイク付きレンズが接続されていた場合には、次
に、撮影・収音記録４のサブルーチンを実行する（Ｓ６３）。この場合には、ＩＣレコー
ダ２０は装着されていないが、マイク付き交換レンズ３０が装着されていることから、マ
イク付き交換レンズ３０のステレオマイク３７ｂが有効に活用されるような撮影と録音を
行う。この撮影・収音記録４の詳しいフローについては、図１６を用いて後述する。
【００９２】
　ステップＳ３における判定の結果、ＩＣレコーダ２０が装着されていた場合には、次に
、録音方式を合わせる（Ｓ５１）。例えば、ＩＣレコーダ２０の録音方式が非圧縮方式で
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あった場合に、動画撮影がなされると、記憶容量への負荷が大きくなることから、ここで
はＩＣレコーダ２０とカメラ１０での録音方式を同じ圧縮方式に切り換える。
【００９３】
　録音方式を合わせると、次に、ステップＳ４と同様に、マイクが被写体側にあるか否か
を判定する（Ｓ５２）。このステップは、ＩＣレコーダ２０のステレオマイク２７ｂがカ
メラ１０の前側にあるか否かを判定するものであって、前述したように、前側アダプタ４
０ａを用いてＩＣレコーダ２０を装着したか否かに基づいて判定する。
【００９４】
　ステップＳ５２における判定の結果、マイクが被写体側にあった場合には、次に、ステ
ップＳ６１と同様に、マイク付きレンズが接続されているか否かの判定を行う（Ｓ５３）
。この判定の結果、マイク付きレンズが接続されていなかった場合には、次に、撮影・収
音記録２のサブルーチンを実行する（Ｓ５５）。この場合には、被写体の方を向いてＩＣ
レコーダ２０は装着されているが、マイク付き交換レンズ３０が装着されていないことか
ら、被写体の方を向いたＩＣレコーダ２０のマイクが有効に活用されるような撮影と録音
を行う。この撮影・収音記録２の詳しいフローについては、図１０を用いて前述した。
【００９５】
　ステップＳ５３における判定の結果、マイク付きレンズが接続されていた場合には、次
に、撮影・収音記録５のサブルーチンを実行する（Ｓ５４）。この場合には、ＩＣレコー
ダ２０とマイク付き交換レンズ３０の両方が装着されている。ＩＣレコーダ２０の向きは
カメラ１０の前側（被写体側）を向いていることから、図１４で説明した状況に類似して
おり、交換レンズ３０のステレオマイク３７ｂと、ＩＣレコーダ２０のステレオマイク２
７ｂが有効に活用されるような撮影と録音を行う。この撮影・収音記録５の詳しいフロー
については、図１７を用いて後述する。
【００９６】
　ステップＳ５２における判定の結果、マイクが被写体側でなかった場合、すなわち撮影
者６７の方を向いている場合には、次に、ステップＳ６１と同様に、マイク付きレンズが
接続されているか否かの判定を行う（Ｓ５６）。この判定の結果、マイク付きレンズが接
続されていなかった場合には、撮影・収音記録３のサブルーチンを実行する（Ｓ５８）。
この場合は、ＩＣレコーダ２０が撮影者の方を向いて装着されているが、マイク付き交換
レンズ３０が装着されていないことから、撮影者の方を向いているＩＣレコーダ２０のス
テレオマイク２７ｂが有効に活用されるような撮影と録音を行う。この撮影・収音記録３
の詳しいフローについては、図１１を用いて前述した。
【００９７】
　ステップＳ５６における判定の結果、マイク付きレンズが接続されていた場合には、撮
影・収音記録６のサブルーチンを実行する（Ｓ５７）。この場合は、ＩＣレコーダ２０が
撮影者の方を向いて装着されており、さらにマイク付き交換レンズ３０も装着されている
。撮影者の方を向いているＩＣレコーダ２０のステレオマイク２７ｂと、被写体を向いて
いる交換レンズ３０のステレオマイク３７ｂが有効に活用されるような撮影と録音を行う
。この撮影・収音記録６の詳しいフローについては、図１８を用いて後述する。
【００９８】
　ステップＳ６２における撮影・収音記録１、ステップＳ５５における撮影・収音記録２
、ステップＳ５８における撮影・収音記録３、ステップＳ６３における撮影・収音記録４
、ステップＳ５４における撮影・収音記録５、ステップＳ５７における撮影・収音記録６
のいずれかを実行すると、次に、記録終了か否かの判定（Ｓ８）および電源オフかの判定
（Ｓ９）を行うが、図８を用いて説明したことから詳しい説明を省略する。
【００９９】
　次に、ステップＳ６３における撮影・収音記録４の詳しい動作について、図１６に示す
フローチャートを用いて説明する。このフローでは、マイク付き交換レンズ３０が装着さ
れたカメラ１０による撮影および録音がなされる。撮影・収音記録４のフローに入ると、
まず、撮影終了か否かの判定を行う（Ｓ７１）。ここでは、レリーズ釦が、再度、操作さ



(17) JP 5495732 B2 2014.5.21

10

20

30

40

50

れ、動画の撮影を終了するか否かの判定を行う。この判定の結果、撮影終了であった場合
には、元のフローに戻る。
【０１００】
　ステップＳ７１における判定の結果、撮影終了でなかった場合には、次に、カメラ撮影
およびカメラ収音を行い（Ｓ７２）、カメラに記録する（Ｓ７３）。ここでは、カメラ１
０の撮像部２によって取得した画像データを信号処理および制御部１によって画像処理し
た後、カメラ１０の記録部４に記録する。音声収録に関しては、カメラ１０内の音声収録
部７はオフ状態として、交換レンズ３０内の音声収録部３７によって行う。すなわち、画
像データの取得と同時に、交換レンズ３０の音声収録部３７によって取得した音声データ
を信号処理および制御部１によって信号処理し、画像データと関連付けを行って、カメラ
１０の記録部４に記録する。このときの記録パターンは図５（ａ）に示したパターン１に
従う。カメラに画像データと音声データを記録すると、ステップＳ２１に戻り、撮影終了
するまで、この処理を繰り返す。
【０１０１】
　次に、ステップＳ５４における撮影・収音記録５の詳しい動作について、図１７に示す
フローチャートを用いて説明する。このフローでは、マイク付き交換レンズ３０が装着さ
れ、またカメラ１０に前方向き（被写体側）でＩＣレコーダ２０が装着されている。撮影
・収音記録２のフローに入ると、まず、ＩＣレコーダ２０の起動を行う（Ｓ８１）。ここ
では、カメラ１０からＩＣレコーダ２０に対して起動するように信号処理及び制御部２１
に指示を出力する。
【０１０２】
　ＩＣレコーダ２０が起動すると、次に、ステップ７１と同様に撮影終了か否かの判定を
行う（Ｓ８２）。この判定の結果、撮影終了でなかった場合には、次に、カメラ１０によ
る撮影と、マイク付き交換レンズ３０による収音を行う（Ｓ８３）。ここでは、カメラ１
０の撮像部２によって取得した画像データを信号処理及び制御部１によって画像処理を行
う。また、交換レンズ３０に対して、音声収録部３７によって音声データを取得およびカ
メラ１０へ送信を指示し、カメラ１０は受信した音声データを信号処理及び制御部１によ
って音声処理する。
【０１０３】
　続いて、カメラに記録を行う（Ｓ８４）。ステップＳ８３において、撮像部２によって
画像データを取得し、また交換レンズ３０の音声収録部３７によって音声データを取得し
たことから、この取得した音声データ及び画像データをカメラ１０の記録部４に記録する
。
【０１０４】
　次に、レコーダ収音を行い（Ｓ８５）、レコーダ記録を行う（Ｓ８６）。ここでは、カ
メラ１０の前方を向いているＩＣレコーダ２０の音声収録部２７によって、カメラ１０の
前方（被写体方向）の音声を収音し、これをＩＣレコーダ２０の記録部２４に記録する。
レコーダ記録を行うと、ステップＳ８２に戻り、撮影終了になるまで、画像データと音声
データの取得と記録を繰り返す。
【０１０５】
　ステップＳ８２における判定の結果、撮影終了であった場合には、次に、カメラファイ
ルをＩＣレコーダ２０に送信する（Ｓ８７）。撮影終了するまでは、カメラ１０側での画
像データと交換レンズ３０での音声データは、カメラ１０の記録部４に記録していたが、
撮影終了時に、一括して、これらのデータをＩＣレコーダ２０に送信する。ＩＣレコーダ
２０は、受信した音声及び画像データを記録部２４に記録する。
【０１０６】
　カメラファイルをレコーダに送信すると、次に、ＩＣレコーダ２０をオフする（Ｓ８８
）。ここでは、カメラ１０の信号処理及び制御部１は、動作をオフするようにＩＣレコー
ダ２０に指示する。レコーダオフを行うと、元のフローに戻る。
【０１０７】
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　次に、ステップＳ５７における撮影・収音記録６の詳しい動作について、図１８に示す
フローチャートを用いて説明する。このフローでは、マイク付き交換レンズ３０が装着さ
れ、またカメラ１０に後方向き（撮影者側）でＩＣレコーダ２０が装着されている。撮影
・収音記録６のフローに入ると、まず、ステップＳ８１と同様にＩＣレコーダ２０の起動
が行われ（Ｓ９１）、続いて、ステップＳ７１と同様に撮影終了か否かの判定が行われる
（Ｓ９２）。
【０１０８】
　ステップＳ９２における判定の結果、撮影終了でなかった場合には、ステップＳ８３と
同様に、カメラ撮影およびレンズ収音を行う（Ｓ９３）。ここでは、カメラ１０の撮像部
２によって画像データを取得し、交換レンズ３０の音声収録部３７によって音声データを
取得する。続いて、ステップＳ８４と同様に、カメラに記録を行う（Ｓ９４）。ステップ
Ｓ９３において取得した画像データと音声データを、カメラ１０の記録部４に記録する。
【０１０９】
　カメラに記録すると、次に、ステップＳ８５と同様にレコーダ収音を行い（Ｓ９５）、
ステップＳ８６と同様にレコーダに記録を行う（Ｓ９６）。ここでは、カメラ１０の後方
（撮影者側）を向いているＩＣレコーダ２０の音声収録部２７によって、撮影者側の音声
を収音し、これをＩＣレコーダ２０の記録部２４に記録する。
【０１１０】
　レコーダ記録を行うと、次に、ステップＳ４４（図１１参照）と同様に、自分側スイッ
チがオンか否かの判定を行う（Ｓ９７）。撮影者が自己の画像を記録することを望む場合
に分側釦を操作することから、このステップでは自分側スイッチの状態を判定する。この
判定の結果、自分側スイッチがオンであった場合には、合成タイミングの記録を行う（Ｓ
９８）。
【０１１１】
　本実施形態においては、ＩＣレコーダ２０側の画像と、カメラ１０側の画像はそれぞれ
別個に記録し、撮影終了後に、ＩＣレコーダ２０に記録するようにしている。このため、
自分側スイッチがオンになったタイミングでは画像を合成することができない。そこで、
自分側スイッチがオンとなったタイミングを記録しておき、最後に、合成画像を生成でき
るようにしている。
【０１１２】
　合成タイミングを記録すると、またはステップＳ９７における判定の結果、自分側スイ
ッチが操作されていなかった場合には、ステップＳ９２に戻る。撮影終了になるまでは、
ステップＳ９３～Ｓ９８を繰り返し実行し、画像データと音声データを取得し記録する。
【０１１３】
　ステップＳ９２における判定の結果、撮影終了であった場合には、ステップＳ８７と同
様に、カメラファイルをレコーダに送信する（Ｓ９９）。ここでは、カメラ１０の記録部
４に記録された画像データと音声データを、ＩＣレコーダ２０の記録部２４に記録する。
なお、自分側スイッチが操作された場合には、操作されたタイミングに基づいて、撮像部
２で取得された被写体像と、撮影部２５で取得された撮影者の顔画像を、図４（ｂ）に示
すように合成し、この合成された画像データを記録する。
【０１１４】
　カメラファイルをレコーダに送信すると、次に、ステップＳ８８と同様に、ＩＣレコー
ダ２０をオフする（Ｓ１００）。ここでは、カメラ１０の信号処理及び制御部１は、動作
をオフするようにＩＣレコーダ２０に指示する。レコーダオフを行うと、元のフローに戻
る。
【０１１５】
　以上説明したように、本発明の第２実施形態においては、ＩＣレコーダ２０およびマイ
ク付きの交換レンズ３０の装着状態に応じて、記録する音声データを切り換えている。す
なわち、マイク付きの交換レンズ３０のみが装着されている場合には、カメラ１０の音声
収録部７はオフにし、交換レンズ３０内の音声収録部３７による音声データのみを記録し
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ている。また、マイク付きの交換レンズ３０とＩＣレコーダ２０の両方が装着されている
場合には、カメラ１０の音声収録部７はオフにし、ＩＣレコーダ２０内の音声収録部２７
と交換レンズ３０内の音声収録部３７による両方の音声データを記録している。
【０１１６】
　また、本実施形態においては、交換レンズ３０とカメラ１０に係わる画像および音声の
データは、撮影中にはカメラ１０内の記録部４に記録し、撮影終了後に一括してＩＣレコ
ーダ２０内の記録部２４に送信し、処理した後に記録している。このため、両者を記録に
相応しい形式に処理することができる。
【０１１７】
　以上説明したように、本発明の各実施形態における撮影機器システムは、外部マイクを
有し、音声を収音して音声データを出力するＩＣレコーダ２０やマイク付きの交換レンズ
３０等の外部機器と、内蔵マイクを有し撮影方向の音声を収音し音声データを出力可能な
音声収録部７を有するカメラ１０から構成され、外部機器の装着状態に応じて、外部マイ
クおよび内蔵マイクによる収音を制御している。このため、撮影機器と外部機器を組み合
わせて使用する場合に、最適な音声記録を行うことができる。
【０１１８】
　また、本発明の各実施形態における撮影機器システムは、撮影部２５を有し画像データ
を出力する外部機器（ＩＣレコーダ２０）と、この外部機器と装着可能なカメラ１０から
構成され、外部機器の装着状態に応じて、カメラ１０と外部機器の撮影を制御している。
このため、撮影機器と外部機器を組み合わせて使用する場合に、最適な画像記録を行うこ
とができる。
【０１１９】
　なお、本発明の各実施形態においては、カメラ１０に外部機器（ＩＣレコーダ２０やマ
イク付きの交換レンズ３０）を装着した場合に、カメラ１０によって撮影機器システム全
体を制御していた。しかし、全体制御は、カメラ１０に限らなくても、ＩＣレコーダ２０
等によって行うようにしても構わない。
【０１２０】
　また、本発明の各実施形態においては、ＩＣレコーダ２０のカメラ１０への装着方向に
応じて、録音する音声収録部を切り換えていたが、装着方向については考慮せず、ＩＣレ
コーダ２０や交換レンズ３０の機能に応じて、一律に録音する音声収録部を切り換えるよ
うにしてもよい。
【０１２１】
　さらに、本発明の各実施形態においては、カメラ１０は動画撮影のみを行っていたが、
静止画撮影を行うようにしてもよく、また、静止画撮影の際に、所定時間の間、録音を行
って良い。静止画撮影の際に録音を行う場合には、動画撮影の場合と同様、本発明を適用
することができる。
【０１２２】
　さらに、本発明の各実施形態においては、撮影機器として、デジタルカメラを用いて説
明したが、カメラとしては、デジタル一眼レフカメラでもコンパクトデジタルカメラでも
よく、ビデオカメラ、ムービーカメラのような動画用のカメラでもよく、さらに、携帯電
話や携帯情報端末（ＰＤＡ：Personal Digital Assist）、ゲーム機器等に内蔵されるカ
メラでも構わない。
【０１２３】
　さらに、本発明の各実施形態においては、カメラ１０に装着される外部機器として、Ｉ
Ｃレコーダ２０および交換レンズ３０について説明したが、録音機能を有する機器であれ
ば、これに限らない。また、外部機器は、交換レンズ３０のように、画像データを生成す
る機能を有していなくても構わず、全く撮影機能を有していなくてもよい。。
【０１２４】
　本発明は、上記実施形態にそのまま限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されてい
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る複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例えば、実施形
態に示される全構成要素の幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異なる実施形態
にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【０１２５】
１・・・信号処理及び制御部、２・・・撮像部、２ｂ・・・撮影レンズ、３・・・通信部
、４・・・記録部、５・・・電源部、６・・・操作判定部、７・・・音声収録部、７ｂ・
・・内蔵マイク、８・・・表示部、９・・・時計部、１０・・・カメラ、１２・・・通信
部、１２ｂ・・・通信接続部、２０・・・ＩＣレコーダ、２０ａ・・・ＩＣレコーダ本体
、２０ｂ・・・端子キャップ、２１・・・信号処理及び制御部、２２・・・通信部、２２
ｂ・・・ＵＳＢ端子、２４・・・記録部、２５・・・撮影部、２５ｂ・・・撮影レンズ、
２６・・・操作部、２７・・・音声収録部、２７ｂ・・・ステレオマイク、２８・・・再
生部、２９・・・時計部、３０・・・交換レンズ、３１・・・撮影制御部、３２・・・撮
影レンズ、３３・・・通信部、３７・・・音声収録部、３７ｂ・・・ステレオマイク、４
０ａ・・・前側アダプタ、４０ｂ・・・後側アダプタ、４１ａ・・・収納部、４１ｂ・・
・収納部、４２ａ・・・脚部、４２ｂ・・・脚部、５０・・・パーソナルコンピュータ（
ＰＣ）、６１・・・撮影者、６３・・・鳥、６４・・・小川
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